
 

 

 

 

  

 ①小中連携教育と小中一貫教育について 

  「小中連携教育」とは、小学校から中学校へ 

  の円滑な接続を目指す様々な教育のこと 

  「小中一貫教育」とは、小中連携教育の中に 

含まれ、小中学校の教員がめざす子ども像を 

共有し、９年間を通じた系統的な取組を目指 

す教育のこと

 

 

 

 

 

 ②小中一貫教育の目的 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局説明 本市の小中一貫教育の取組について 

令和４年度 第１回熊本市小中一貫教育懇談会（概要版） 
「熊本市の小中一貫教育の取組について」令和４年７月２５日（月）1４:00～1５:30 

意見交換のまとめ 

〇小中一貫カリキュラムについて 

小中一貫カリキュラムを作成する際に、小中学校の先生や地域の人など、どのような人材が

必要なのかを共通理解し、担当者として配置することでカリキュラムが整理され、見える化

してくる。 

〇情報共有の大切さについて 

保護者・子どもたちへの説明をし、卒業した人や地域の人にも賛同を得て進めていくことが

大切である。特に、B グループでは今後様々な可能性があるが、情報を共有するための、学

校を超えた出会いの場の確保が必要である。 

〇９年間を通した小中一貫教育目標について 

グループ内の小中学校同士で、可能な限り学校教育目標を擦り合わせ、9 年間でどのような

子どもたちを育てたいかを先生方がみんなで話し合う過程が大事であり、一緒に作り上げた

ものが小中一貫校の教育目標となる。このことが、先生方の情報共有、子どものスタートと

ゴールをしっかり見つめる力になる。 

③小中一貫教育のメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和 3 年度本市の小中一貫教育に関する調査」より

上記の(1)～(3)の３点が、小中一貫教育を実践した学校

のグループの方が実践しなかった学校のグループより

よい結果が見られた。 

意見交換 特色ある取組（小中一貫カリキュラム等）について 

④今後の小中一貫校への移行予定 


